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女性は旅行情報を収集オンラインショッピングq

インターネットにおけるオンラインショッピングで「実際に購

入したことがある」利用経験者は全利用者の33.2％に上る。昨

年の44.0％と比べると比率では減少しているが、インターネット

利用者が増加する中で3人に1人がショッピング経験者というの

は決して低くない比率であるといえる。

オンラインショッピングの利用経験率は性別ではやや男性が上

回っているが、女性の利用者の増加も顕著になってきている。

オンラインショッピングを行うための情報収集分野（資料1-2-16）

をみると、ここでもインターネット利用者全体の増加に伴う利用

者の裾野の拡大を反映して、調査開始以来初めてコンピュータ

関連以外の分野が最も高くなった。全体で最も高かったのは「旅

行/宿泊、航空/鉄道チケット」で、特に女性でこの比率が高く、

男性の38.9％に対して53.0％であった。総じて女性の情報収集

分野はコンピュータ関連以外に分散しており、「書籍/雑誌」

（37.2％）、「映画/演劇/コンサート」（32.3％）、「衣料/アクセサ

リー/ファッション」（27.8％）、「化粧品/ヘアケア」（20.3％）な

どの比率を押し上げている。ただし、1人当たりの情報収集分野

の数は男性の2.9種類に対し、女性は2.7種類であったが、その分

布をみると情報収集分野が広がる傾向のある男性に比べ、女性

は比較的メリハリがあり、特定の情報に絞って情報収集を行う傾

向にあるといえる。

年代別では、19歳未満や20代の若年層が女性と同傾向で、

「書籍/雑誌」、「映画/演劇/コンサート」が高く、30代では「コ

ンピュータ関連」「AV機器」が、40代以上では「産地直送品」、

「金融商品」等が高い。

（矢野さよみ　アクセス メディア インターナショナル株式会社）
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資料1-2-15　オンラインショッピングの利用経験有無（性別）
N=1666

資料1-2-16　製品・サービス購入のための情報収集分野（性別）
N=1024
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